
特別活動（高等学校）

ホームルーム活動はどう改善されたのか。

１ ホームルーム活動の目標

ホームルーム活動を通して，望ましい人間関係を形成し，集団の一員としてホームル
ームや学校におけるよりよい生活づくりに参画し，諸問題を解決しようとする自主的，
実践的な態度や健全な生活態度を育てる。

[望ましい人間関係]
豊かで充実したホームルーム生活づくりのために，生徒一人一人が自他の個性を尊重す

るとともに，集団の一員としてそれぞれが役割と責任を果たし，互いに尊重しよさを認め
発揮し合えるような開かれた人間関係である。

[自主的，実践的な態度]
望ましい人間関係を主体的に形成し，ホームルームや学校づくりに参画するとともに，

生活の中で起こる様々な問題や課題について積極的に取り組み，解決していこうとする自
主的，実践的な態度である。また，日常の生活やそこでの生き方，学習や進路に関する諸
問題について，自己をよりよく生かすとともに，共に考え話し合い，協力して諸問題を解
決したり，人間としての在り方生き方についての自覚を深め，主体的に物事を選択し，現
在及び将来を豊かに責任をもって生きていく自主的，実践的な態度である。

[健全な生活態度]
規範意識の確実な定着のもと，日常生活や社会生活を営むために必要な行動の仕方を身

に付け，社会的自立に向けて，集団や社会の一員としての在り方を体得し，ホームルーム
や学校での生活によりよく適応するとともに，人間としての望ましい在り方や生き方につ
いての自覚を深めて，主体的に物事を選択決定し現在及び将来を豊かに生きていく態度や
能力である。

２ ホームルーム活動の改善
学校における生徒の基礎的な生活集団として編成したホームルームを単位として，ホー

ムルームや学校の生活の充実と向上，生徒が当面する諸課題への対応に資する活動を行う
こと。

(1) ホームルームや学校の生活づくり
ア ホームルームや学校における生活上の諸問題の解決
イ ホームルーム内の組織づくりと自主的な活動
ウ 学校における多様な集団の生活の向上

(2) 適応と成長及び健康安全
ア 青年期の悩みや課題とその解決
イ 自己及び他者の個性の理解と尊重
ウ 社会生活における役割の自覚と自己責任
エ 男女相互の理解と協力
オ コミュニケーション能力の育成と人間関係の確立
カ ボランティア活動の意義の理解と参画
キ 国際理解と国際交流
ク 心身の健康と健全な生活態度や規律ある習慣の確立
ケ 生命の尊重と安全な生活態度や規律ある習慣の確立

(3) 学業と進路
ア 学ぶことと働くことの意義の理解



イ 自主的な学習態度の確立と学校図書館の利用
ウ 教科・科目の適切な選択
エ 進路適性の理解と進路情報の活用
オ 望ましい勤労観・職業観の確立
オ 主体的な進路の選択決定と将来設計

高等学校のホームルーム活動は，(1)，(2)，(3)の活動内容に整理され，それぞれの
活動内容においては，入学から卒業を見通して，取り扱うものとて複数の項目が示され
ている。

これらは，それぞれの活動内容がおのおの独立していると考えるべき性質のものでは
ない。これらは相互に，直接，間接に関連している。したがって，生徒の実態や取り上
げる題材等に応じて，活動内容の相互の関連を図ることについても留意し，ホームルー
ム活動の個々の時間の充実はもとより，高校生活全体を見通して充実したホームルーム
活動が進められるよう指導計画を立てることが重要である。


